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ニュートン算と側面の穴 

 

 直方体の形をした容器があり，側面には小さな穴が１つ開いています。容器が空の状態から，給水管で水

を満水になるまで注ぎます。給水管と穴からは，一定の割合で水が出ます。また，容器の厚みは考えません。 

 

  

 

 

 

 

 

 給水管から毎分１０Ｌの水を注ぐと容器は２１分で満水となり，毎分１２Ｌの水を注ぐと容器は１７分で

満水となり，毎分１８Ｌの水を注ぐと容器は１０分５０秒で満水となります。 

 

（１）穴からは，毎分何Ｌの水が流れ出ますか。 

 

 

（２）容器の底面から穴までの高さは，容器の高さの何倍ですか。 

 

  

最難関問題 



https://jukensansuu.org 

 

ニュートン算と側面の穴 （１）２Ｌ （２）
１

３
倍 

 

（１）１分間に給水管が注ぐ水量の比は１８：１２：１０＝９：６：５なので，等しい量の水を入れるのに

かかる時間の比は，逆比の１０：１５：１８です。穴から１分間に出る水の量を△Ｌとすると， 

１０分５０秒＝
６５

６
分であることから，問題文の条件は図①のようにまとめることができます。 

 

 図① 

 

 

 

 

ここで，毎分１８Ｌの水を注いだ場合を規準として，
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 図② 
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   図①と②を比べると，毎分１２Ｌの水を注いだ場合は１７－
６５

４
＝

３

４
（分），毎分１０Ｌの水を注い

だ場合は２１－
３９

２
＝

３

２
（分）時間が異なります。 

ここで，毎分１２Ｌの２つの場合を並べると図③のようになります。穴より上の部分での水面が上が

る速さの差集め算として考えると，図④のようになります。 

 

 図③                         図④ 

 

 

 

 

 

図④のアの長さは（１２－△×
２

３
）Ｌ/分と（１２－△）Ｌ/分で 15 分間進んだ距離の差なので， 

△×
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   毎分１０Ｌの場合についても同様のことを考えると，△×８＝１５－△×
３

２
となります。 

よって，（９－△×
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の量は２Ｌです。 
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（２）図⑤のように時間あたりにたまる水量と時間を整理すると，次のような消去算の式を立てることがで

きます。 

△2 ＋◇5 ＝
６５

６
 

△3 ＋◇8 ＝１７ 

◇1 ＝１.５となるので，１２Ｌ/分の場合で考えると，◇8 ＝１２分，△3 ＝１７－１２＝５（分）と

なるので，穴より下の部分と上の部分の高さの比は，（１２×５）：（１０×１２）＝１：２です。  

 

   図⑤ 

 

 

 

 

 

よって，容器の底面から穴までの高さは，容器の高さの
１
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＝

１

３
（倍）です。 
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